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 英語教育公開研究会 
雨の降り続く中、６月２４日（金） 

に英語教育公開研究会を開催しました。 

公立学校の先生方をはじめ、平素より 

英語教育に関心の高い教育関係者、な 

ぎさ登録者の方々など多く皆様においで 

いただき、充実した研修会を行うことができました。 

ありがとうございました。 

本校は，開校以来１年生から英語教育を重ねてまりま

したが、本年度より、さらに英語によるコミュニケーシ

ョンへの意欲や関心、言語への慣れ親しみ、外国の文化

や生活への気づきなどへ 

の関心意欲を高めるため、 

１年生から６年生まで、 

国際理解教育を含めて、 

すべての学年で週当たり 

４単位時間の授業を展開 

しています。 

２１世紀グローバル社会 

をたくましく生きるなぎ 

さっ子の成長を夢見て、 

「グローバル社会に生き 

る表現力の育成～児童が 

能動的に学ぶための授業 

づくり～」と題した研究 

主題を掲げ、指導体制や授業づくりについて実践的な研

究を深めようと本研究会を開催いたしました。 

１学年のモジュール授業では、発音に動作も交えて、

楽しくアルファベットを読んだり書いたりします。動物

カードの動物を英語で質問して当てるという活動でし

た。６学年では、「世界の国について知ろう～Nagisa 

World Travel～」の単元学習を通じて、自分たちが調

べた国のことを英語を用いて他者に伝えようとするもの

でした。８カ国の外国から届いたメッセージを聞いたり

友達のプレゼンテーションを聞いたりしながら、日本と

異なる国々の特徴や魅力について理解を深めることを目

標にした学習でした。 

 シンポジウムでは、なぎさの英語教育の核となる考え

方やカリキュラム、指導体制などの工夫についてご理解

いただきました。本校の教育プログラム作成や指導助言

をいただいていますヘレン・マクナマラ先生と英語科教

員、参加者の皆様とで意見交流ができたことは、とても

有意義なことでした。たくさんの感想やご意見ありがと

うございました。折りしも、今週は English Week，学

校中が英語で満ち溢れています。 

アガパンサス 
南アフリカに 10～20 種が知られる 

多年草です。ユリ科の植物で、ギリシア

語のアガベ(愛)とアンサス（花）の 2 語

からなり、「愛の花」という意味。和名

は「ムラサキクンシラン(紫君子蘭)」 

７月の生活目標 
○平和についてみんなで考えよう 

○身の回りの整理整頓をしよう 

 

参加者の皆様から一部ですが・・・ 
・６年生では、ビデオメッセージからタ

ーゲットポイントをしっかり聞き取れて

いるのに驚きました。 

・児童一人ひとりが活き活きと集中して

授業に参加されていると感じました。 

・１年生の意欲や習熟度に圧倒され、と

ても感動しました。 

・１学年も６学年も本当に楽しく英語を

学んでいて、こちらも笑顔になります。

６年生になるとあんなに英語が使えるの

ですね。すごいと思いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


